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研究成果の概要（和文）：本研究はマレーシアおよびパプアニューギニアで森林開発に従事する

華人に注目し、これらの人々が構築するトランスナショナルな社会空間とネットワークの実態

を明らかにした。従来の華人のトランスナショナルな活動に関する研究では、華人の国際的な

組織の設立や投資活動等を取り扱う傾向があった。これに対し本研究は、森林開発が、華人系

林業企業の国外での操業や、華人企業関係者の国際移動、華人と他の民族集団との接触という、

トランスナショナルな現象を引き起こすことに注目した。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to investigate the Chinese 
transnational networks and their social spaces. To understand this problem, this project 
researched Malaysian Chinese who are engaging logging activities in Papua New Guinea. 
This research project chose Malaysian Chinese communities in Papua New Guinea as a case 
study. This project researched Malaysian logging companies’ overseas operations, the 
company workers migration, and the interaction between the Malaysian Chinese and local 
people in Papua New Guinea.  
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１．研究開始当初の背景 
 
本科研代表者は 1999 年以来、マレーシアや
パプアニューギニア、オーストラリアで華人

の移住とコミュニティを対象とした現地調
査を行ってきた。そして個別の華人コミュニ
ティを、それを取り巻く政治経済的なマクロ
な背景の中に位置付けてきた。特に華人のエ
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スニシティが、移住や定住、他地域の華人社
会との間で構築されるネットワーク等の
様々な要因によって、いかに変容してきたの
かに注目してきた。本科研研究プロジェクト
は、このような研究代表者のこれまでの研究
を発展させ、パプアニューギニアに流入し活
動するマレーシア華人が、出身地であるマレ
ーシアとの間にどのようなネットワークを
構築し、さらにはパプアニューギニアに居住
するマレーシア華人以外の華人とどのよう
な関係を取り結んでいるのかを把握するこ
とを試みた。 
 
２．研究の目的 
 
本科研研究プロジェクトは華人のトランス
ナショナルな活動やネットワークの形成が、
国境を越えた華人としての統一的なアイデ
ンティティを形成すると同時に、それぞれの
居住地における地域的な差異を明確化し、よ
りローカルなレベルでのアイデンティティ
を多様化させるという現象を明らかにする
ことを目的とする。そのための事例として、
本研究プロジェクトではパプアニューギニ
アの森林地帯で木材の伐採に従事する、マレ
ーシア系林業企業の華人従業員を選択した。
そしてそれにより、パプアニューギニアとマ
レーシアという二つの地域を横断する、トラ
ンスナショナルな企業活動がもたらす、マレ
ーシア華人のアイデンティティの再構築の
過程を、文化人類学的なフィールドワークに
基づく視点から明らかにすることを目的と
している。華人のネットワークに注目する従
来の先行研究では、その多くが血縁や地縁と
いった紐帯が、世界各地の華人をいかにして
結び付けるかという観点に依拠するものが
多かった。また華人のトランスナショナルな
活動に注目する先行研究の多くは、世界各地
の華人が中国を中心とし、いかにしてトラン
スナショナルなネットワークを構築するか
といった視点から議論を進める傾向があっ
た。これに対し本研究は、マレーシアとパプ
アニューギニアという具体的な地域間で、華
人がいかにしてトランスナショナルなネッ
トワークを構築しているのかを、文化人類学
的な現地調査に基づく視点から明らかにす
ることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究プロジェクトはマレーシア華人のト
ランスナショナルなネットワークと、それに
よって形成される社会空間の特徴を対象と
した文化人類学的な調査に依拠している。そ
のための主要な研究方法として、マレーシア
華人の単一の居住地のみを対象とした調査
を行うのではなく、トランスナショナルな活

動の中で意味を持つ、複数の場所を視野に入
れた調査を行った。具体的には、マレーシア
華人の移民送出地域と、マレーシア華人の移
民先という二つの地域でフィールドワーク
を行った。特にこれらの地域でのフィールド
ワークで得られた民族誌的情報を、より大規
模なレベルでの華人のトランスナショナル
な社会空間の中に位置付けて把握するとい
う研究手法をとった。それにより、トランス
ナショナルなコミュニティ活動や、人や情報、
ライフスタイル等の流動に注目した、マル
チ・サイテッドな民族誌的研究を試みる。具
体的にはマレーシア、サラワク州とパプアニ
ューギニアの首都ポートモレスビーでマレ
ーシア華人コミュニティを対象とした文化
人類学的なフィールドワークを行った。そし
て両地域における華人系企業や華人コミュ
ニティを対象とした参与観察やインタビュ
ー調査を行った。また現地の大学や研究機関、
新聞社の資料室等を訪問し、文献資料の収集
も行った。 
 
４．研究成果 
 
パプアニューギニアにおける森林開発の概
況と、マレーシア華人の国際的な活動に関す
る研究に関する文献資料の収集と分析を行
い、パプアニューギニアにおける森林開発に
関しては統計資料に依拠した報告書や環境
問題に在地住民が如何にして関わっている
かをテーマとした研究が多いが、国内の森林
伐採に関し無視できない存在となっている
マレーシア華人やマレーシア企業をテーマ
としたものはほとんど存在しないことが明
らかになった。また、マレーシアから国外に
移住する華人に関する研究も、断片的な報告
にとどまり、本格的な民族誌は存在しないこ
とが明らかになった。 またフィールドワー
クはマレーシアとパプアニューギニア双方
で行った。現地では研究機関や新聞社での資
料収集や現地の研究者との意見交換を行っ
た。またフィールドワークでは、特にサラワ
ク州のラジャン川流域のシブ、カピット、ブ
ラガといった都市を訪問し、森林伐採に従事
する人々や、マレーシアから PNGへと移住す
る人々に関する調査を行った。 またパプア
ニューギニアの首都ポートモレスビーで現
在形成されつつあるマレーシア華人の林業
関係者のコミュニティを対象とした調査を
行った。それにより(1)マレーシアのサラワ
ク州やサバ州における華人系林業企業の海
外での活動はマレーシアに限らず、他の太平
洋地域やアフリカ等にまで及んでおり、パプ
アニューギニアでの操業はそうしたマレー
シア華人系企業のグローバルなレベルでの
活動の一部として捉えられること。(2)この
ような企業による森林伐採といった「資源開



 

 

発」が人口移動を費子起こす要因となってい
ること。(3)それにより、企業関係者が渡航
先でコミュニティを形成すること。(4)これ
らの華人コミュニティは、企業の動向や渡航
先社会の動向に従い、帰国や第三国への再移
住、長期間にわたる滞在など多様な方向性を
示すこと。(5)こうした新たな形の人口移動
は、在地社会からの困惑や反感といった反応
を引き起こす可能性があること。が明らかに
なった。これらの成果は学術論文の執筆や国
際会議で英語により研究発表することによ
り公表した。 
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